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CALL研 究(1)

一一一コ ン ピュ ー ター を用 い た

外 国 語 教 育 の史 的位 置 付 け 一一

境

1.序 一 一CALLは 歴史 的存在 であ る一一

 コンピューターを教育の場で用いるという発想は新 しいものではない。 コ

ンピューターが教育の対象ではなく，教育の道具として用いられ始あてか ら

すでに長い時間がたっ。そ してまた，コンピューターが外国語教育に用いら

れ始めてか らも， その淵源が1950年 代にあり， 実際に大型 コンピューター一

での活用が行われ始めたのが60年 代だとすると(Warschauer 1996)，およそ

40年 の歴史がある。

 それにもかかわらず，われわれ外国語教育に携わる人間にこのテーマがな

おいささかの新 しさを保っかのように受け止められるとするならば，そこに

はいくっかの理由があるだろう。

 一つには，われわれ外国語教師が，少数の例外を除いて，あまりにも技術

の進展に興味を持っていなかったこと。技術革新の波が， 自然科学やテクノ

ロジーの分野のみならず経済や政治の分野の足元を洗 うようになっても
，未

だ己の地盤に迫 るものではないという安穏な見込み違いをしていたことがあ

る。 しかし， この波は思ってもみない速度で 「学校」 という場を浸 してし

まった。気がっいたときには，われわれは大海の真中に放 り出されていたの

である。そして，大海原の波に打たれてはじあて一その波が何十年 も前か ら

こちらに向かっていたことに気づきもせずに一その力に驚いているのだ。
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 ま た一 つ に は， ま さ に そ の 技 術 的 疎 さ ゆ え に，80年 代 か ら急 速 に普 及 し

た パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー ター に触 れ て そ の可 能 性 に 目を 見 開 か され ， そ れ が

研 究 の道 具 と して の可 能 性 を持 つ ば か りで な く， 教 育 の道 具 と して 使 い 得 る

こ とに よ うや くわ が身 を通 して気 づ い て きた こ とに あ る。 さ らに追 い討 ち を

掛 け る よ うに， 日本 で は1994年 に研 究 用 の 閉 ざ さ れ た 世 界 か ら商 業 用 に開

放 さ れ た イ ン ター ネ ッ トが， 瞬 く間 に世 間 の共 通 の道 具 とな って い き， 外 国

語 教 師 が(特 に大学 のそれが)実 は身 近 に あ りな が らそ の存 在 と可 能 性 に気 づ か

な か った ネ ッ トワ ー ク の力 を，む し ろ後 発 の世 間 か ら教 え られ た こ とが あ る。

 こ の よ う に， 多 数 の外 国 語 教 師 に と って コ ン ビ3'6タ ー を用 い た(に 支 え

られ た)教 育 は い ま だ幾 ば くか の 目新 しさ を保 持 して い る。 そ れ が 故 に， そ

の 可 能 性 に気 づ いた 「篤志 家 」 の 教 員 た ち は， た また ま 自分 の 目 に付 き使 い

や す く無 限 の可 能 性 を持 つ よ う に思 わ れ たHyperCardやMacromedia Di-

rectorやVisual Basicや1)elphiで 授 業 用 の (大半 は文 法や語彙 の ドリルであ

る)ソ フ トを作 り， そ れ を 自 らの授 業 で用 い(あ るいはまれに他 の教員 の用に供

し)て き た。 しか し， この よ うな善 意 の教 員 た ち に よ る孤 独 だ が や や もす る

と独 我 的 な状 況 が ，20世 紀 も終 わ ろ う と して い る今 日現 在 で も， 少 な く と

も 日本 で は お よ そ変 わ って い な い 。 つ ま り， 開 発 す る ソ フ トが 広 く同 業 の

人 々 に公 開 され る こ と は少 な く， 膨 大 な時 間 と労 力 を掛 け て入 力 され た デ ー

タ も共 用 され る こ と な く， 一 人 の開 発 者 が 行 った作 業 を ま た新 た な入 門 者 が

一 か ら繰 り返 して い るの で あ る
。 この こ と は， JALT1)や 「私 情 協 」2)や

CIEC3)や は た ま た 日本 独 文 学 会4)と い った 「学 会 」 と称 され る場 で の 「研 究

発 表 」 に， 同 じよ うな ソ フ トウ ェ アを 用 いた 授 業 実 践 報 告 が 繰 り返 し行 わ れ

 1)The Japan Association of Language Teaching全 国語学教育学会http：//

  www. jalt. org/ 本稿 に掲 げたイ ンターネ ッ トのURLは2000年8月 現在 の

  ものであ る。

 2) 社団法人私立大学情報教育協会

 3) Council for Improvement of Education through Computersコ ンピュータ

  利用教育 協議 会

 4) http：//wwwsoc. nacsis. ac. jp/jgg/index. html
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る こ とか らわ か る。 確 か に， 個 々 の 教 育 現 場 の 実 態 は異 な り， そ の場 に 合 わ

せ た ソ フ トウ ェア作 りは 自ず と様 態 を変 え る もの で あ る と して も， 基 本 とす

る と こ ろ は さ ほ ど変 わ る も の で は な い は ず で あ る。 本 来 は， 一 つ の ソ フ ト

ウ ェ ア開 発 で得 られ た知 見 とデ ー タは， 次 の 開発 者 の 出発 点 とな って い な け

れ ば な らな い はず な の で あ る。 つ ま り， こ こに は健 全 な形 の知 識 の集 積 と継

受 が 存 在 しな い。 ま さ に ア カ デ ミア に こそ あ るべ き もの が欠 如 して い る と い

わ ざ る を得 な い。5)

 そ の 原 因 は ど こ に あ る のか 。 そ れ はCAI(Computer Assisted Instruction)

だ とかCALL(Computer Assisted Language Learning)と い った もの が す で

に歴 史 的存 在 で あ る， と い う認 識 が わ れ わ れ 日本 で 外 国 語 教 育 に携 わ る人 間

に共 有 の 意 識 と な り得 て い な い こ と に あ る よ うに思 わ れ る。6)こ の分 野 に新

し く参 入 す る広 い意 味 で の 同僚 が， 自分 の行 って い る こ との歴 史 的位 置付 け

が で き な いが た あ に， 不 毛 な再 生 産 が行 わ れ て い るよ うに見 え て な らな い。

改 あてRichard von Weizs臘kerを 引 き合 い に 出す まで も な いが ， この分

野 で も 「歴 史 に対 して 目 をっ ぶ る者 は現 在 に対 して も盲 目」 な ので あ る。

 本 稿 は， こ う した観 点 か ら コ ン ピュ ー ター を用 い た外 国 語 教 育 の歴 史 を回

顧 し， そ の 上 で 現 況 を 歴 史 の ス ケ ー ル の中 に位 置 付 け よ うとす る もので あ り，

そ の 意 味 で 歴 史 的 考 察 と い うこ とが で き るで あ ろ う。

2.CALLを め ぐる術語 にっ いて(日 本の特殊事情を含あて)

さ て こ こで， コ ン ピ ュー ター を 用 い た(外 国語)教 育 に 対 して 用 い られ る

5) 日本 独 文学 会 の会 員 に よ って構 成 されて い る 「ドイ ツ語情 報 処理 研 究会」

 (http：//www. rc. kyushu-u. ac. jp/～ilc/ddj/)で は，97年 度 の総会 で教材

 データの共有化 と相互利用 が提案 されたが， いまだに実現 には到 っていない。

6) この場合， 「歴史 的」 とはすで に過去の ものとなって しまって， 現在 における

 有効性を持たな いもの， という意味 ではない。 む しろ，数十年 の歴史 を持っ もの

 として，その歴史を踏 まえて は じめて現在 の有効性が明 らか になる， という意味

 での 「歴 史的」であ る。
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術 語 に い さ さか言 及 す る必 要 が あ るだ ろ う。7)後 に混 乱 を 生 じさ せ な い た あ

で あ る。

 日本 で 比 較 的 古 くか ら用 い られ て きた の はCAI (Computer-Assisted In-

struction)で あ り， この術 語 は今 日で も多 く使 用 され て い る。 CAL(Compu-

ter-Assisted[Aided]Learning)と ほぼ 同義 と考 え て良 い が， 前 者 がInstruc-

tionと 教 授 す る側 か ら見 た言 葉 で あ るの に対 して， 後 者 はLearningと 学 習

者 の立 場 か ら選 択 され た単 語 が 用 い られ ， よ り学 習 者 中 心 の 考 え 方 に根 ざ し

て い る と い って い い だ ろ う。CALL(Computer-Assisted Language Learning)

はCALにLanguageを 付 加 した もの で あ り， 本 稿 で は この 単 語 を用 い る。

そ の理 由 は，Instructionで あ る な らば外 国 語 教 育 を含 む す べ て の学 習 領 野

を包 含 す るか ら，Languageを 含 む単 語 の方 が 限 定 され て 良 いで あ ろ う， と

い う こ と と， こ の分 野 で の歴 史 的 経 緯 か らCAIが 文 法 と語 彙 の チ ュ ー ト リ

ア ル と ドリル+プ ラク テ ィス を指 す もの と して 限 定 的 に捉 え られ る可 能 性 が

あ る， とい う こ との2点 で あ る。(Levy 1997：81)8)因 み に， 一 般 的 にCAL，

CALLは 英 国 で の， CAIは 北 米 で の 議 論 で 用 い られ て い る。 ヨ ー ロ ッパ 大

陸 で はCALLが 一 般 的 で あ る。9)

 今 日で は さ らに，TELL(Technology Enhanced Language Learning)lo)や

WELL(Web Enhanced Language Learning)11)と い うよ うな単 語 も用 い られ

始 め て い る よ うで あ る が， 今 日 のTechnologyは そ れ が オ ー デ ィ オ 関 係 の

もので あ れ ヴ ィ ジュ ア ル関 係 の もの で あ れ， 必 ず コ ン ピュ ー ター と連 繋 して

7)CAI， CAL， CALLに っ いて はHiggins(1983)並 び に野 澤 (1993)を ，

 CALLLに っ い て は野 澤(1993)， 野 澤(1996)を 参 照 。

8) Levy (1997：76-83) に はCAL， CAI， ICAL， ITS， CBI， CALL， TELL， CBE，

 CMI， CELL， ITS， CmC， ICAI， ICALLと い った略 語 の成 立 過 程 と コ ノ テ ー シ ョ

 ンに 関 す る記 述 が あ る。 この 手 の 解 説 と して は最 も包 括 的 か っ 詳 細 な も の で あ

 る。

9) EUROCALL(http：//www. eurocall. org)

10) http：//www. hull. ac. uk/cti/tell. htm

11) http：//www.well. ac. uk/menu.html
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用 い られ る の で あ る か ら，CALLに 包 含 さ れ る と言 っ て よ い だ ろ う。 ま し

て やWebは もち ろ ん の こ とで あ る。 ま た ， enhanceよ り もassistと い う言

葉 の方 が ， コ ン ピュ ー タ ー環 境 が 人 間 主 体 の教 育 の 「補 助 者 」 で あ る とい う

性 格 を よ り明 確 に表 現 して い る こ と も指 摘 して お くべ きで あ ろ う。

 こ こで 日本 の 特 殊 事 情 に触 れ て お く。 日本 で はCALLと い う場 合 ， LL教

室 に ネ ッ トワー ク化 され た パ ソ コ ンを 組 み 合 わ せ た設 備 を指 す こ とが 多 いが
，

この現 象 は少 な く と も ヨー ロ ッパ や ア メ リカ で は見 られ な い もの で
， 日本 的

現 象 と言 って良 い よ うで あ る。 これ は 日本 でLL設 備 を 製造 販 売 して きた主

要 メ ー カ ー の一 っ で あ る ソニ ー の影 響 で あ る と思 わ れ る。 パ ン フ レ ッ トな ど

を 見 て も明 らか な よ う に， ソニ ー で はCALL=Computer-Assisted Learn -

ing Laboratoryと 定 義 し，12)行 き詰 ま りを見 せ て い るLL設 備 販 売 の打 開

策 と して， 単 な る コ ン ピュ ー タ ー室 で は な く， あ くまで もLL教 室 の 延 長線

上 で新 しい設 備 を販 売 しよ う と して い るの で はな い か と推 測 され る
。 事 実 ，

日本 の 大 学 や 中 学 ・高 校 で は既 存LL教 室 の設 備 更 新 に際 して 「コ ン ピ ュー

タ ー付 きのLL教 室 」 に改 造 す る と ころ が多 い よ うで あ る。 この よ うな タイ

プ の演 習室 は， 厳 密 に言 え ばCALLL(Computer-Assisted Language Learn -

ing Laboratory)と 呼 ぶ べ きで あ る。13)

 以上を踏まえて，本稿ではヨーロッパ的な意味でのCALLを 用 いること

にす る。

 CALLは 言 うまで もな くハー ドウェアとソフ トウェアによって実現する

ものであり，CALLに よる具体的な授業/学 習 はこの両者によって制約 さ

れる。CALLの 歴史 もまた， コンピューター史 と外国語教授法史の交点 に

成立 したものである。言 い換えれば，CALLの 具体相は教授法上の指導原

12) ソニーのLLに 関す る コンセ プ トな どにつ いては ソニーマーケテ ィング株式会

 社発行の 「LL通 信」(隔 月刊)を 参照。 この冊子 は薄手 の もので あるが， 日本

 にお けるLLやCALLを 利用 した外国語(主 に英語)教 育 の現 況や可能 性 を知

 る上 で好 個の論文 が掲載 されて いる。

13)野 澤(1993)， 野澤(1996)参 照。
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理にコンピューターの技術的可能性が形を与えるところに現れるのである。

3.コ ン ピ ュ ー タ ー 史

3.1.概 観

 コ ン ピ ュ ー ター史 を 振 り返 れ ば ， 学 習 者 や教 師 は1970年 代 ま で の 大 型 メ

イ ン フ レー ム ・コ ン ビ3 ター と端 末 を使 った 時 期 か ら80年 代 の マ イ ク ロ

コ ン ピ ュ ー ター14)を介 して90年 代 の ネ ッ トワ ー ク化 され た コ ン ピ ュ ー タ ー

(その極 北が ネ ッ トワー クの ネ ッ トワー クと してのInternetで あ る)を 経 験 して き

た こと に な る。

 後 に詳 述 す るが ，80年 代 初 頭 はCALL史 上 画 期 的 な プ ロ グ ラ ムが 相 次 い

で開 発 さ れ た時 期 で あ る。 そ れ は 当 時 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー ター の普 及 に よ

る もの で あ る。 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー ター の歴 史 は1973年 の8ビ ッ トチ ップ

800815)に よ るScelbi 8-Hを 嚆 矢 とす るが ， 本 格 的 な イ ンパ ク トは1976年 の

ア ップ ル コ ン ピュ ー タに よ るApple Iに よ って与 え られ， そ の後Commo-

dore PET， Appele II， Radio Shack TRS-80の リ リー スへ と続 き， コ ン

ピ ュ ー タ ー 人 口 が 一 挙 に 拡 大 す る。 特 に1977年 に ア メ リカ で 発 表 され た

Apple IIと1982年 のBBC(英 国)の 影 響 力 は大 き く， 両 機 の た め に 開 発 さ

れ た教 育 用 ソ フ トが後 のCALLに 与 え た影 響 は決 定 的 で あ る。16)

14) 大 型 コ ン ピュー ター メー カ ーIBMが この分 野 に進 出 し，基 本 ア ーキ テ ク

 チ ャーを公開す ることによって爆発的 に普及 してか らは，パ ーソナルコ ンピュー

 ター(PC)と 呼 ばれるのが一般 的にな った。 日本で はこれを略 して 「パ ソコ ン」

 という表現が定着 したが，80年 代半 ばにはまだ 「マイコ ン」 という単語 も使わ

 れて いた。 「マイ」 にはmicroと 「手 に届 く自分 の もの」 としてのmyの 意味が

 包含 された もの と して理解 され ていたよ うである。 メイ ンフ レームか ら個人 のコ

 ンピューターへ という意向 を背景 に した時代的 な雰囲気が現 れている。

15) この チ ップは イ ンテル社 の製 品 であ るが，今 日に いた るま でマ イ クロ コ ン

 ピューターの心 臓部で あるCPUチ ップ は事実上 イ ンテル社製 かモ トローラ社製

 の どち らかで ある。

16) 日本での本格的パ ソコ ンの歴史 は8ビ ッ ト機 のNEC PC8801を 経て82年 以降

 のPC9801シ リー ズ(16ビ ッ ト)で 始 まると言 ってよいが， これ は漢字 フォ/
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 これを受 けて80年 代初頭 にはCALL入 門書が書かれ始 あた。0'Shea

and Self(1983)， Kenning and Kenning(1983) ， Wyatt(1984c)， Hig-

gins and Johns(1984)， Ahmad et al.(1985)， Davies and Higgins(1982；

1985)な ど が 挙 げ られ る 。 更 に こ の 分 野 の 専 門 誌 と し てCA LICOノ�rnal”)

が 登 場 し た の も1983年 で あ る。(Levy 1997：22)

 1981年 ， コ ン ピ ュ ー タ ー 界 の 巨 人IBMは 重 い 腰 を 上 げ ， パ ー ソ ナ ル コ ン

ピ ュ ー タ ー の 分 野 に 進 出 す る 。CPUに は イ ン テ ル の16ビ ッ トマ イ ク ロ ・プ

ロ セ ッ サ8088を 搭 載 し，OSと し て はMicrosoftのMS・DOSを 採 用 した 。

こ の マ シ ン は し か し， ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス の 点 で は メ イ ン フ レー ム 時

代 の 名 残 を 残 す も の で ， 命 令 は キ ー ボ ー ドに よ っ て コ マ ン ド ラ イ ン に 一 文 字

ず っ 入 力 さ れ る 旧 式 の も の で あ っ た 。(西 垣1997：38-39)

3.2.Macintoshの 登 場

 これ に対 して80年 代 の コ ン ピ ュー タ ー史 上 画 期 的 な 出来 事 と して忘 れ る

こ とが で きな い の は，1984年 のApple Macintoshの 発 表 で あ る
。 そ の新 し

さ は次 の よ うに要 約 され よ う。

 1)そ れ まで の コ ン ピュー ター がCUI(Character User Interface)を ベ ー ス

  に す る もの で あ った の対 し，GUI(Graphical User Interface)と それ に

  対 応 す る ポ イ ンテ ィ ン グ ・デ ィヴ ァイ ス と し て マ ウ ス を 採 用 し た こ

 ＼ ン トをROMで 持っ ために迅 速な 日本語入 力 と表示 が可 能で，瞬 く間に 「国民

 機」 の地 位を獲得 した。 しか し，NECの 戦略 によ って独 自のアーキテ クチ ャー

 が採用 され， また日本語DOSと 英語DOSが 完全 には互換性が なか ったために，

 CALL先 進地域であ るアングロサ クソン諸国で開発 され たIBM PC (とその互

 換機 ， 以後単 にIBM PCと す る)用 の ソフ トが その ままで は走 らず， 他の分野

 の ソフ トウェア同様，移植 が常 に問題 にな った。 ソフ トウェアの移植の問題 は，

 日本 におけるIBM PCの 普及， Unicodeの 策定 と採用， そ してMicrosoft

 Windowsの 開発 ・普及 によってお よそ解決 されつっ ある。

17) CALICO(http：//www . calico. org)
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  と。18)

 2)WYSIWYG(What You See Is What You Get)が 実 現 した こ と。(ビ ッ

  トマ ップ ・デ ィスプ レーの採用)

 3)音 声 の 録 音 や 編 集 が サ ポ ー トされ た こと。

 4)多 言 語 を 扱 うこ と を前 提 に設 計 され た もの で あ る こ と。

 5)HyperCardが 最 初 か らバ ン ドル され た こ と。

 そ れ まで コマ ン ドライ ン に一 文 字 ず つ 打 ち込 まれ て いた 命 令 は， マ ウ ス に

よ る ドラ ッ グ ・ア ン ド ・ドロ ッ プや プル ダ ウ ンメ ニ ュ ーの 選 択 で 行 う こ とが

で き るよ うに な った。 今 日一一般 的 な ユ ーザ ー イ ンタ ー フ ェ ー スが こ こ に登 場

し た の で あ る。GUIが 人 と マ シ ンの距 離 を一 挙 に縮 め ， 教 育 の 現 場 で も コ

ン ピ ュー ター リテ ラ シ ーの質 と内容 を変 え た 。

 ま た， 音 声 が扱 え る よ うに な り， コ ン ピ ュ ー タ ーが 学 習 者 に対 す る音 源 と

も録 音 装 置 と もな り う るよ うに な った。

 ま た， 欧 米 の論 考 で は見 落 と され が ち で あ るが ，最 初 か ら シ ス テ ム レベ ル

で多 言 語 対 応 で あ った の は， わ れ わ れ の よ うな 非 ロ ー マ アル フ ァベ ッ ト圏 の

外 国語 学 習者 ・教 授 者 に と って は何 に も代 え が た い進 歩 で あ った 。 そ れ まで

は， 例 え ば 同一 の文 書 の 中 に ウ ム ラ ウ トや ア クサ ンと い っ た いわ ゆ る 「欧 文

特 殊 文 字 」19)と 日本 語 を混 在 させ る こ とが で きな か った が， この マ シ ンの登

場 に よ りそ れ が可 能 とな った の で あ る。20)

18)GUIと マ ウ ス の原 型 はDouglas Engelbart(Stanford Research Institute)

 が1968年 に サ ン フ ラ ン シ ス コ で 行 っ た デ モ ンス ト レー シ ョ ン で 示 さ れ(西 垣

 1997：27)，70年 代 後 半 のXEROXの パ ロ ・ア ル ト研 究 所PARCで 開 発 さ れ た

 ALTO(1973)に す で に採 用 され て い た。 しか し， これ は研 究 の段 階 を 出 ず， 一

 般 向 けの マ シ ンで 具 現 化 され た のがMacintoshで あ る。

19)「 特 殊 文 字 」(special character)と い う命 名 自体 が， コ ン ピ ュー ター 文化 の

 ア ン グ ロサ ク ソ ン中 心 性 を如 実 に表 して い る。

20) 更 に， ハ ング ル と 日本 語 ， 中 国 語(簡 体 字 ・繁 体 字)と 日本 語 の混 在 な ど も

 Macintoshで は じめ て 可 能 に な っ た もの で あ る。 ま た， ア ラ ビ ア語 の よ う に右

 か ら左 へ 書 き， 更 に文 字 のっ なが りに よ って は字 形 が変 化 す る とい っ た言 語 に対

 応 した こ と も， 言 語 研 究 や 教 育 に対 して大 き く寄 与 した。
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3. 3. HbperCa rd

 そ してMacintoshの 最 大 のnovumはHyperCardの バ ン ドル で あ ろ う。

この オ ー サ リン グ ソ フ トに よ って ， パ ソ コ ンユ ーザ ーが そ れ まで の プ ロ グ ラ

ミン グ とは比 較 に な らな い容 易 さで， テ ク ス ト ・画像 ・音 声 を取 り こん だ マ

ル チ メ デ ィア ソ フ トウ ェア を開 発 す る こ とが で き るよ うに な った
。 テ クス ト

だ けで な くそ の他 の素 材 もハ イパ ー テ クス ト的 に リ ンクす る ことが で き た
。

マ ル チ メ デ ィア に よ る素 材 が ハ イ パ ー リ ン ク され る と い う今 日 的 な(教 材)

ソ フ トウ ェ ア の 形 は，HyperCardに よ る ソ フ ト開 発 で 基 礎 付 け られ た と

い って よ い。 この ソ フ トの た め にMacintoshを 購 入 す る人 は多 く
， 教 員 た

ち もこ ぞ って 教 材 開 発 に取 り組 ん だ。 そ の 中 で今 日で も使 わ れ て い る ソフ ト

は数 多 く存 在 す る し，2D開 発 も続 け られ て い る。22)そ の後 は他 の ソフ トに移

行 した と い う教 員=開 発 者educator-programmerも ， HyperCardで 基 本

的 ス キ ル を身 に つ け た とい う人 は多 い。23)

21) 世 界 各 地 に あ る シ ェ ア ウ ェ ア ラ イ ブ ラ リー のMacintosh部 門 を 見 れ ば
，

 HyperCard用 の ソ フ ト(Stackと い う)の 内， 多 くが教 育 用 の ソ フ トで あ る こ

 とが分 か る だ ろ う。

22) 2000年 現 在， 日本 のCALLLに 導 入 さ れて い る コ ン ピュ ー タ ーの 多数 が

 Macintoshで あ るの は，以 上で述 べ たこの マシ ンとOSの 優位性 か ら説 明で き

 るで あろう。 日本語 と他言語 の混在 はわれわれにと って必要不可欠 な条件で ある

 し，HyperCardは もっとも手軽で高性能の教材開発手段(オ ーサ リングッール)

 で あ った。外 国 語 教 員 がMacintoshを 支 持 した の は 当然 の こ とで，そ れ が

 CALLLの 機器 選定 に当 た って も大 き く影響 して いたの は明 らかであ る。 しか

 し， 後発 のオペ レー ションシステ ムであ るMicrosoftのWindowsも ， ヴ ァー

 ジ ョンが3.1か ら95，98と な るにっれ てMacOSと ほぼ同様 の(も し くは部分

 的 にそれを凌駕す る)性 能 を持っ ようになった。 これ によって，外国語教育現場

 でのMacintoshの 優位性 は揺 らぎっつあ る。

23)HyperCardの プログ ラムで他 のオーサ リング ソフ トに移植 され た もの も多 い
。
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3.4.ネ ッ トワ ー ク化 され た コ ン ピュー タ ー

 90年 代 の コ ン ピ ュ ー ター環 境 の特 徴 は 「ネ ッ トワ ー ク」 とい う一 言 に 象

徴 さ れ るだ ろ う。 そ れ ま で単 独 で用 い られ て き た コ ン ピ ュー タ ー が ネ ッ ト

ワー ク化 され， 更 に そ れ が外 部 の イ ン ター ネ ッ トに っ な が った
。 ネ ッ トワー

ク の ネ ッ トワー クで あ るthe Internetは 研 究 機 関 を結 び
， も っぱ ら研 究 用

と して 用 い られ て き た が， ア メ リカで 商 用 目的 に使 用 す る こ とが 許 可 され た

の を 受 け， 日本 で も1994年 に 商 用 に開 放 され た
。 こ れ に 先 立 ち イ ン タ ー

ネ ッ ト上 の デ ー タを ハ イパ ー テ ク ス トと して扱 う技 術World Wide Web

(WWW)が ス イ ス のCERN研 究 所 で 開 発 され(1992)
，1993年 に そ れ を表 示

で き る閲 覧 ソ フ トMosaicが 発 表 され た。 この ソ フ トは
， イ ン ター ネ ッ トと

い う世 界 規 模 の 分 散 デ ー タベ ー ス に マ ウ スの ク リ ックだ けで ア クセ スで き知

識 を 得 る こ とが で き る と い う点 で 画 期 的 な もの で あ っ た
。 この 技 術 はNet-

scapeやMicrosoft Internet Explorer(IE)と い った閲 覧 ソ フ トに受 け継

が れ ， 研 究 者 の ものか ら一 般 人 の もの に な っ た イ ンタ ー ネ ッ トを爆 発 的 に普

及 させ る原 動 力 とな っ た。 今 日WWWは イ ン ター ネ ッ トの代 名 詞 に な って

い る。24)

4.教 授法史

 先に述べたように，CALLの 歴史はコンピューター史 と外国語教授法史

の交点 に成立する。 したがって，われわれはコンピューターの歴史の後に教

授法の歴史を概観 しなければならないが， ここで関心の対象 となるのはコン

24)「 イ ン ター ネ ッ トす る」 と い う新 しい動 詞 が ，WWW閲 覧 ソ フ トで デ ー タに ア

 ク セ ス し見 聞 き す る こ と を意 味 す る こ とか ら， イ ン ター ネ ッ ト=WWWと 理 解

 され て い る こ とが 分 か る。

  イ ン タ ー ネ ッ ト上 で デ ー タを や り取 りす る技 術(規 格)と して は， 電 子 メ ー ル

 (と そ の 応 用 形 で あ るNet News)やWWWの 他 にWAIS， gopher， FTPな どが

 あ る が， この 内FTP(File Transfer Protoco1)以 外 は一 般 的 に は使 わ れ な く

 な っ て い る。
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ピュ ー ター が 実 際 に授 業 に 投 入 さ れ るよ う に な る1960年 代 以 降 の 教 授 法 史

で あ る。

4.1.60年 代 か ら70年 代

 60年 代 か ら70年 代 の 外 国 語 教 育 を 特 徴 付 け るの は な ん と言 って もオ ー

デ ィ オ ・リ ング アル 法 で あ る。 これ は第2次 世 界 大 戦 中 の ア メ リカ合 衆 国 で

実 践 され た “Army Specialised Training Program”(通 称G.1. Method)を

淵 源 とす る教 育 法 で ，SkinnerのVerbal Behaviour(1957)に よ って理 論 的

な 背 景 を与 え られ た 。 「心 理 学 的 に は行 動 主 義 的， 言 語 学 的 に は構 造 主 義 的」

(Stern 1983：169)で あ っ た こ の方 法 に よ る学 習 原 理 をRivers(1964)は 次 の

よ うに ま とあ て い る。

 1)過 剰 学 習overlearningに よ って 正 しい 習 慣 形 成 を す る こ と， そ の た

  め に は集 中 的 な 訓練 を 行 う こ と，

 2)慎 重 に構 成 され た教 案 や カ リキ ュ ラ ム に よ って ミス を排 除 す る こ と，

  ミスが発 生 した と きに はす ぐさ ま訂 正 す る こ と，

 3)4技 能 は 自然 の順 序 に よ って 学 ぶ べ き もの で あ る こ と， す な わ ち 口頭

  技 能 の 習得 は書 記 技 能 の 習 得 に先 行 し， 受 容 的 技 能 の習 得 は産 出 的 技 能

  の 習得 に先 行 す る こ と，

 4)学 習 は認 知 的 な分 析 に よ って よ り も類 比analogyの 形 成 に よ って よ り

  よ くお こな わ れ る こ と。

 この よ うな 原 理 か らパ タ ン ド リル が この 方 法 の 最 も特 徴 的 な 練 習 方 法 と

な った。 授 業 は 目標 言 語 の み で行 わ れ(1言 語主義)， 教 師 は語 彙 と構 文 を ダ

イ ア ロー グに よ って示 し， 学 習 者 は模 倣 と暗 唱 に よ って そ れ を 学 ん だ 。 重 要

な構 造 は ダイ ア ロー グか ら抜 き出 され ， パ タ ン ドリル の 題 材 と して 使 わ れ た

の で あ る。(Levy 1997：14， Larsen-Freeman 1986：43)

 この メ ソ ッ ドを支 え た技 術 的新 機 軸 がLanguage Laboratory (LL)で

あ った が， 今 日見 られ るLLの 制 限 的使 用(も しくは衰退)は オ ーデ ィオ リ ン

グア ル法 の他 の メ ソ ッ ドに よ る克 服 と関 係 が あ る。 この 学 習 法 は， 学 習 者 の
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積 極 的認 知 的参 与 を排 除 す る こ とか ら単 調 な もの とな り， 成 立 後 間 もな くか

ら批 判 に さ らさ れ た。(Edmondson&House 1993：111)

 オ ー デ ィオ リ ング ア ル 法 が ア メ リカ の60～70年 代 を 代 表 す る メ ソ ッ ドで

あ る とす れ ば， 同 時 代 の ヨ ー ロ ッパ で 提 唱 さ れ た 新 メ ソ ッ ドは オ ー デ ィ オ

ヴ ィ ジ ュ アル 法 で あ る。 この メ ソ ッ ドの 開発 の 中心 は フ ラ ン スのCentre de

Recherche et d'Etude pour la Diffusion du FranGais(CREDIF)で あ り
，

代 表 的教 材 はVoix et Images de France(1961)で あ った。 こ の教 材 名 が 示

す とお り， 音 声 と図像 の 直接 的連 関 が特 徴 で あ り， 図(絵)で 示 さ れ た意 味

と シチ ュ エ ー シ ョ ンが 目標 言 語 の表 現 と結 び付 け られ て 学 習 さ れ た。(Ed-

mondson&House 1993：111)

 少 々 先 回 りす る こ と に な るが ， オ ー デ ィオ リン グ ア ル法 が60～70年 代 の

CALLに 与 え た 影 響 が 大 きか っ た の に 対 し， オ ー デ ィオ ヴ ィ ジ ュ ア ル法 は

CALLと 直 接 的 な 接 点 を 持 た な か った 。 そ れ は， 当 時 の コ ン ピュ ー タ ー が

一 般 に図 像 の扱 え な い キ ャ ラ ク ター べ 一 ス の もの(CUI)で あ り
， オ ー デ ィ

オ ヴ ィ ジ ュ ア ル法 の用 い る手 法(図 像 と意味 の結 びつ き，状況 ごとの問 いと答え)

を コ ン ピ ュ ー タ ー化 す る こ とが で き なか っ た こ と に起 因 す る と思 わ れ る
。 し

か し今 振 り返 れ ば ， そ こで 提 唱 され た学 習 法 はか な りの 程度 現在 の ハ イパ ー

メ デ ィ ア化 され たCALL教 材 で 具 現 さ れ た と言 え るの で は な い だ ろ うか
。

つ ま り， コ ン ピ ュー ター化 とい う観 点 か ら見 れ ば
， オ ー デ ィオ リン グア ル法

は早 過 ぎ た メ ソ ッ ドだ った の で は な い だ ろ うか。

4.2.70年 代半ば以降

 歴史はある一点をもってAか らZに 急激に転換するのではない。そこに

は必ず新旧がオーヴァーラップする時期が存在する。1970年 代 もそういう

時期であった。オーディオ リングアル法やオーディオヴィジュアル法に対す

る批判 は徐々に形成 され，70年 代の半ば以降鮮明になって くる。先行する

メソッドが認知的な要素を排 し，機械的な練習に傾いたのに対 し，新 しいコ

ンセプトは認知的な性格を明 らかにし，重点は 「認知的方法論的操作に置か
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れ た。 言 語 獲 得 は新 た な， しか し部 分 的 に母 語 の上 に築 か れ る体 系 の意 識 化

と適 用 で あ る と理解 され るの で， 帰 納 的 な文 法 説 明 が企 て られ た。」(Edmond-

son&House 1993：113)こ こで は， も はや 機 械 的 な 練 習 で な く， 創 造 的 ・問

題 解 決 的学 習 が企 図 され た の で あ る。 今 日外 国 語教 育 で 支 配 的 な コ ミュ ニ カ

テ ィ ヴ ・ア プ ロ ーチ も この流 れ に あ る。 この ア プ ロ ー チの 中 心 的 メ ル ク マ ー

ル は 「学 習 の場 で コ ミュニ ケ ー シ ョンが 行 わ れ る， と い う こ と， つ ま り 目標

言 語 の 『自然 で』 目的 と結 び つ い た使 用 が授 業 の 中 で も行 わ れ るべ きで あ る，

と い う こ とで あ る。」 授 業 で は頻 繁 に 「イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・ギ ャ ップ」 の

状 態 が 作 られ， 「推 測 ゲ ー ム」 や 「探 偵 ゲ ー ム」 な どの遊 戯 的 性 格 を 持 つ も

の や ，LEGOを 使 った モ デ ル の再 構 成 とい っ た芸 術 的活 動 も取 り入 れ られ

る。 また， ロー ル プ レイ， デ ィベ ー ト， デ ィ ス カ ッ シ ョン， シ ミュ レー シ ョ

ンな ど も行 わ れ る。 この こ とに よ り， 目標 言 語 が 「社 会 的 ・双 方 向 的 」 実 践

形 態 の 中 で使 用 され るの で あ る。(Edmondson&House 1993：114)25)

 後 述 す る こ とに な るが， こ こに挙 げ られ た さま ざ ま な学 習活 動 の形 態 は，

マ ル チ メ デ ィア 化 さ れ た コ ン ピュ ー ター 環 境 の 中 で 取 り上 げ られ ，CALL

教 材 の 中 に包 含 さ れ て い く こ とに な る。

5.CALL史

 Mark Warschauerの 時 代 区分 に よ る と，30数 年 にわ た るCALLの 歴 史

は1)1960年 代 か ら70年 代 に か け て の 「行 動 主 義 的CALL」behavioristic

CALL(第1世 代)，70年 代 末 か ら80年 代 の 「コ ミュ ニ カ テ ィ ヴCALL」com・

municative CALL(第2世 代)， そ して80年 代 末 以 降 の 「統 合 的CALL」in-

tegrative CALL(第3世 代)に 分 け られ ， そ れ ぞ れ の コ ン ピ ュー ター技 術 的

背 景 に は，1)メ イ ン フ レー ム，2)マ イ ク ロ コ ン ピ ュー ター(パ ー ソナル コ

25) 70年 代 に は そ れ ま で の 機 械 的 な 教 授 法 に対 す る反 動 か ら， 全 人 的 で知 的 能 力

 だ け で は な く感 情 レ ベ ル も 考 慮 し た メ ソ ッ ドが 登 場 す る。Community

 Language Learning (Curran1976) やTotal Physical Response (Asher

 1977)が その 例 で あ る。
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ン ピ ュー ター=PC)，3)マ ル チ メ デ ィ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン ピ ュ ー タ ー が

あ る。(Warschauer 1996， Warschauer&Healey 1998)26)

5.1.第1世 代 一一一・行 動 主 義 的CALL，

 第1世 代 の行 動 主 義 的CALLは オ ー デ ィオ リン グ ア ル法 を そ の構 成 原 理

とす る もの で ，LL教 室 で のdrill and practice教 材 を コ ン ピュ ー ター に移

植 した もの で あ る。 オ ー デ ィオ リ ング ア ル法 の教 材 が コ ン ピュ ー タ ー と親 和

性 が 高 か った の は， そ れ が 「体 系 的 か っ ル ー テ ィー ン的 性 格 を 持 っ 」 か らで

あ り， また 「自由解 答 形 式 の 欠 如 」 故 で あ った 。(Kenning&Kenning 1990：

5)

 CALLの 具 体 的 な始 ま り は，1960年 イ リノイ大 学 に お け るPLATO(Pro-

grammed Logic for Automatic Teaching Operations)プ ロ ジ ェ ク トで あ る と

さ れ るが ， そ れ は外 国 語 を含 む広 範 な教 科 を多 数 の学 生 が 自分 の ペ ー ス で イ

ン タ ラ ク テ ィ ヴ に 学 ぶ た あ の シ ス テ ム を 提 供 す る 目 的 の も の で あ っ た。

(Levy 1997：15)外 国 語 教 育 で は一 般 に， 語 彙 を含 む リー デ ィ ン グ と， 文 法 パ

タ ンの 認 識 と生 成 を 目的 と した ラ イ テ ィ ングが 行 わ れ た(文 法説明 と ドリル，

翻訳 テス トを含む)。(Levy 1997：16， Chapelle&Jamieson 1984：16-17， Warschau-

er 1996)こ の よ うな シ ス テ ム は外 国 語 学 習 者 の ニ ー ズ を全 般 的 に満 たす もの

で はな く， 特 に発 話 と聴 解 の分 野 で の欠 陥 が最 初 期 か ら指摘 され た。(Levy

1997：16)

 PLATOの 役 割 は， 「語 彙 や 文 法 ドリル と い っ た よ り機 械 的 な練 習 を行 い，

そ れ に よ って授 業 で の よ り表 出 的 な活 動 に 時 間 を空 け る こ とで あ った」 とい

う。(Levy 1997：16， Hart l981：12)こ の コ ンセ プ トは現 在 で も考 慮 に値 す るだ

ろ う。 なぜ な ら， わ れ わ れ教 員 は コ ン ピ ュー ター を使 うた め に教 育 を行 うの

で はな く， 教 育 の た め に コ ン ピュ ー ター を使 うの だか ら， コ ン ピ ュー ター の

26)Levy(1997)の 歴 史 的 回 顧 は， 単 純 に1)60～70年 代 のCALL，2)80年 代

 のCALL，3)90年 代 のCALLと し， そ れ ぞ れ の時 代 に名 づ け は して い な い。
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領 域 と人 間 の領 域 の区 分 を明 確 に意 識 す べ き だか らで あ る。

 PLATOで の教 材 作 成 は， 半 完 成 品 の フ ォ ー マ ッ ト(matching， multiple-

choice， paired associate drill)に 素 材 をパ ラ メ ー タ ー と して 流 し込 む 「パ ラダ

イ ム」 メ ソ ッ ドと， 作 成 者 が 望 む デ ザ イ ンの教 材 を 作 成 可 能 にす る， よ り強

力 な 「ッー ル ボ ッ ク ス」 メ ソ ッ ドTUTORが あ っ た。(Hart 1981：7)し か し，

TUTORが い か に 強 力 で あ る と は い え， 当 時 のハ ー ド ・ソ フ トの 限 界 内 で

は ドリル とチ ュ ー トリアル の域 を 大 き く出 る こ と はな か った。PLATOで の

CALL開 発 は 理 論 主 導 で は な く， む しろ現 場 主 義 で あ った。 つ ま り， 理 論

家 で はな く教 室 で教 え る教 員 が 自分 の ク ラ スの た め に 開発 を行 った。 この よ

うに， 理 論 の た あ の実 験 とい うよ り も ア ドホ ッ クな 目的 で 開発 が行 わ れ た た

め に，PLATOの 持 っ 潜 在 的 力 が 十 分 に 活 用 さ れ た と は 言 い が た い， と

Hartは 指 摘 して い る。(Levy 1997：17， Hart 1995：29)

 こ こでPLATOと 並 ぶ 大 型 プ ロ ジ ェ ク トを 簡 単 に紹 介 して お こ う。 そ れ

は， 1971年 に ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 で 開 始 され たTime-Shared， Interac-

tive， Computer Controlled Information Television(TICCIT)で あ る。

PLATOよ り11年 若 いTICCITに は教 授 ・学 習理 論 の研 究 を 専 らそ の 目的

とす る教 授 シ ス テ ムが 組 み 込 まれ て い た。 っ ま り， こ こ に は理 論 的 な教 授 フ

レー ム ワ ー クが 前 提 と して 存 在 し， ハ ー ド， ソ フ ト， コ ー ス ウ ェ ア は あ らか

じあ シ ス テ ム の 中 に組 み 込 ま れ て い た の で あ る。 こ の点 がPLATOと の 最

大 の 差異 で あ る。 従 って ， この 理 論 主 導 の シ ス テ ムで は， 外 国 語 教 師 の 役 割

は指導 法 の 開 発 に あ るの で はな く， あ くまで も コ ンテ ンッを 提 供 す る こ とで

あ った。TICCITは テ ク ス ト， オ ー デ ィオ， ヴ ィデ オ を組 み 合 わ せ る こ とが

で きた の で， マ ル チ メ デ ィ アCALLの 先 駆 と い え る。 こ こ を起 点 に考 え れ

ば， マ ル チ メ デ ィアCALLは す で に30年 の歴 史 を 持 っ こ と に な る。(Levy

1997：18)

 さ て，PLATOの 学 習 シス テ ム を代 表 とす るdrill and practiceは ， そ れ

に対 す る多 くの批 判 に もか か わ らず ，CALLの 中 核 を な す も の と して 今 日

で も使 わ れ つ づ けて い る。 日本 のCALL教 材 も多 くは こ の カ テ ゴ リー の も
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の と そ の発 展 形 で あ る(チ ュ ー トリアル型教材 も含 む)。 山 内 豊 はLLのpat-

tern practiceに つ い て， 「今 日の 英 語 授 業 で は， pattern practiceは 機 械 的

す ぎ る とか ，Oral Approach全 盛 時 代 の 過 去 に流 行 した 練 習 法 だ と み な さ

れ て ， あ ま り人 気 が な い。 しか し， 文 法概 念 を 内在 化 し， しっか り理 解 した

後 に， 新 しい表 現 を定 着 させ る に は， 最 も効 果 的 な方 法 の1つ で あ る と思 わ

れ る」(山 内豊1998)と 述 べ て い るが ， 「LL」 をCALLに ， 「英 語 」 を外 国 語

全般 に置 き換 え て も， この論 点 は有効 で あ ろ う。

 また， 山 内 信 幸 に よれ ば ， 「コ ン ピ ュー タが得 意 とす る特 性 の一 つ に反 復

練 習 が あ げ られ ます が，(中 略)ド リル ・演 習 型 学 習 は， 刺 激 と反 応 に基 づ

き， 学 習者 に即 時 に フ ィー ドバ ッ クを与 え， 強 化 を行 い な が ら， あ る事 象 の

説 明 の過 程 を で き るだ け細 分 化 して， 学 習 内容 の定 着 を図 る もの で す。 そ の

た め， た とえ ば， 英 語 の ス ペ リン グ練 習 や文 法 事 項 の確 認 に は適 して い る と

い え るで し ょ う。 しか し， と もす れ ば， 同 じ タイ プ の練 習 問 題 の繰 り返 し と

な らざ る を え な い た あ， 「機 械 的 で 単 調 で あ る」 と い う批 判 は ま ぬ が れ ま せ

ん 」(山 内 信 幸)と 述 べ， そ の 欠 点 に も か か わ らず ，CALLに お け るdrill

and practiceの 一 定 の有 効 性 を認 め て い る。

 Warschauer(1996)は ド リル の有 効 性 を次 の3点 に ま とあ て い る。

 1)同 一 教 材 の反 復 的 提 示 は学 習 に と って 有 益 で あ る。 い や， そ れ以 上 に

  必 須 で す らあ る。

 2)コ ン ピ ュ ー ター は反 復 ドリル を遂 行 す る た め に理 想 的 な もの で あ る。

  何 故 な らば ，機 械 は何 度 同 じ教 材 を 提 示 して も飽 き る こ とが な い し， 即

  座 に 非 判 定 的 フ ィー ドバ ックを 返 す こ とが で き るか らで あ る。

 3)コ ン ピ ュー ター は教 材 を個 人 べ 一 ス で与 え る こ とが で き るの で ， 学 習

  者 は 自分 の ペ ー ス で学 習 す る こ とが で き る。 そ の た め ， 授 業 時 間 は他 の

  活 動 に振 り向 け る こ とが で き る。

 以 上 見 て きた よ うに， コ ン ピ ュー ター の機 械 と して の特 性 はオ ー デ ィオ リ

ン グア ル法 のpattern practiceやdrill and practiceと 呼 ば れ る練 習 法 に合

致 した もの で あ り，CALLが こ の メ ソ ッ ドと軌 を 一 に して 登 場 して きた の



102

は 当然 の こ と と い え よ う。 そ して ， そ の単 調 さ に も拘 わ らず ， 反 復 的 ドリル

が 外 国 語 学 習 上 避 けて 通 る こ との で き な い もので あ る な らば一 一これ は筆 者

も同 意 す る と こ ろで あ る が一 ， 「倦 む こ とを 知 らな い チ ュー タ ー と して の

コ ン ピ ュー ター」(Higging 1988)と い う機 械 を用 い たCALL教 材 の一 部 と

して， 語 彙 や文 法 の ド リル が使 わ れ っ づ け るの は当然 の こ とで は な い だ ろ う

か。27)い や ， 特 に 日本 の外 国 語 教 育 が与 え られ た 限 られ た時 間 数 を考 え れ ば，

語 彙 や 文 法 の練 習 は積 極 的 にCALLに 委 ね るべ きで あ ろ う。 そ れ は， War-

schauerも 指 摘 して い る とお り， ク ラ スの 中 で 行 わ れ る学 習 者 間 の
， そ して

学 習 者 と教 師 間 の ヴ ァーチ ャル で はな い リア ル な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを よ り

よ く機 能 させ るた め に 時 間 を 確保 す るた め で もあ るの で あ る
。

5.2.第2世 代 一 コ ミ ュニ カ テ ィヴCALLI・

 先 に述 べ た よ う に，80年 代 の 第2世 代CALL， す な わ ち コ ミュ ニ カ テ ィ

ヴCALLの 背 景 を なす の は， 教 授 法 的 に は コ ミュニ カ テ ィ ヴ ・ア プ ロー チ
，

コ ン ピュ ー ター技 術 的 に は メ イ ン フ レー ム か らPCへ の 移 行 とPCの 普 及 で

あ る。

 コ ミ ュ ニ カ テ ィ ヴCALLの 積 極 的 推 進 者 で あ るJohn Underwoodは

「コ ミ ュニ カ テ ィヴCALLの 条 件 」 を 次 の よ うに挙 げ て い る。(Underwood

1984：52)

 1)形 式そのものよりも形式を使 うことに焦点を当てる。

 2)文 法は明示的にでなく暗示的に教示する。

27) この手 の練習 の飽 きが来 やすい とい う欠点 は，Knowledge of Result(KR)

 情報 を多様化す ることなどによって克服 する努力 が続 け られなければな らないの

 は当 然 の こ とで は あ る。 こ の点 につ いて 山 内信 幸 は，「KR情 報 と は， コ ン

 ピュータに学習者の反応を入力 した際 に，出力 され る正誤の判定，確認，賞賛，

 激励 ，叱責な どを指 しますが，学習者の反応 に対 して， コ ンピュータが客観的な

 評 価 に基 づ いてKR情 報 を選 択 的に，かつ，多様 に提示 す るこ とに よ って， 作

 業 の単調 さを排 除す ることがで きるで しょう」 と述べてい る。(山 内信幸1994)
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 3)学 習 者 に 出来 合 い の言 葉 を操 らせ る ので な く， オ リジナ ル な発 話 を許

  しか っ推 奨 す る。

 4)学 習 者 の判 定 や 評 価 を せ ず ， 賞 賛 の メ ッセ ー ジや 光 や 音 を 出 さな い。

 5)学 習 者 に 「誤 答 」 と伝 え る こ とは避 け， 学 習 者 の さ ま ざ ま な反 応 に柔

  軟 に対 応 す る。

 6)目 標 言 語 の み を用 い， 目標 言 語 の使 用 が コ ン ピュ ー ター画 面 上 で も画

  面 外 で も自然 で あ る よ うに感 じさ せ る環 境 を作 る。

 7)紙 媒 体 で も同 じよ う にで き る こ と は決 して 行 わ な い。

 Underwoodの こ の 「コ ミュ ニ カ テ ィヴCALL宣 言 」 と で も い うべ き も

の が，80年 代 のCALLソ フ トウ ェ ア に全 面 的 に 具 現 化 され た と は到 底 言 え

な い 。 しか し， こ の 時 代 に な る とCALLに 携 わ る者 の意 識 は行 動 主 義 的

CALLか ら離 れ ， 新 しい教 育 原 理 に即 応 した新 しいCALLを 打 ち た て よ う

と して い た ので あ る。 そ の意 味 で ， こ の 「宣 言 」 を 受 け入 れ る心 理 的 な背 景

は形 成 され て い た と言 って よ い。

 コ ミュ ニ カ テ ィ ヴCALLはWarschauerに よれ ば大 き く3つ に分 類 され

る。 そ れ らは1)「 チ ュー ター と して の コ ン ピ ュー ター」 モデ ル の 延 長 と改

良 と して の プ ロ グ ラ ム，2)「 刺 激 と して の コ ン ピュ ー タ ー」 モ デル の ソ フ ト

ウ ェ ア， そ して3)「 道 具 と して の コ ン ピ ュー ター」 モ デ ル のCALLで あ る。

(Warschauer 1996)

 第1の 分 類 は80年 代 初 頭 に教 員 議 プ ロ グ ラマ ー た ち に よ って 矢 継 ぎ早 に

書 か れ た ソ フ トが これ に相 当 す るが， これ はチ ュー ター モ デ ル の延 長 で あ る

とい って も， も はや単 純 な ド リル形 式 の もの で はな い。 最 終 的 に は求 あ られ

た答 え に行 きっ くに せ よ， これ らの プ ロ グ ラ ム は学 習者 が試 行 錯 誤 しな が ら

「探 索 的 に」 答 え を求 め て い く もの で あ る。 この タイ プを この 時代 の代 表 的

な 教 員=プ ロ グ ラ マ ー で あ り理 論 家 で も あ るHigginsはexploratory

CALLと 呼 ぶ。(Higgins l983)別 の言 い方 をす る と，70年 代 まで の 「閉 じ

た プ ロ グ ラム」geschlossene Programmeで は も はや な く，90年 代 に イ ン

ター ネ ッ トの使 用 と と もに顕 著 とな って く る 「開 か れ た プ ロ グ ラ ム」offene
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Programme(R�choff&Wolff 1999：71)で も な い ， 言 わ ば 「半 分 開 か れ た

プ ロ グ ラ ム 」halboffene Programmeと い う こ と が で き る だ ろ う 。

 具 体 的 に は ， 穴 埋 め 問 題gap-filling(cloze)， 文 の 並 べ 替 えjumbling，

全 文 の再 構 成 ， 速 読pace readingな ど の プ ロ グ ラム が あ る。28)

 穴 埋 あclozeや 文 の並 べ替 えjumbleは 紙 媒 体 で も行 わ れ る練 習 問題 で あ

り， 語 彙 や文 脈 把 握 能 力 の 養成 に適 した読 解 用 の 練 習 形 式 だ と言 わ れ て い る

が， これ を コ ン ピ ュー ター上 で行 うメ リッ トは非 常 に大 きい。clozeで あ れ

ば，n個 に一 っ ご との 単 語 を 空 欄 にす る設 定 が 任 意 にで き る。 しか も この作

業 は教 員 だ け で な く学 習 者 自身 もで き るか ら， 学 習 者 は 同一 テ クス トで何 度

で も異 な っ た問 題 に挑 戦 で き る ので あ る。 ま た， 特 定 の 品 詞 の み(例 えば定

冠詞， 不定冠詞， 名詞な ど)を 空 欄 にす る こ とが で き る。 冠 詞 類 が 格 変 化 す る

言 語(ド イ ッ語 な ど)の 場 合 ， 穴 埋 あ 練 習 は 単 に文 脈 把 握 を 求 め る意 味 論 的

レベ ル の 問題29)と して だ け で な く， 形 態 論 レベ ル の問 題 と もな る
。30)出題 の

画 面 で 空 欄 の文 字 数 が ハ イ フ ンや ア ス テ リス クの 数 で表 され る こ と や(例 ：

Tag一 …/***)， 学 習者 の希 望 に よ って単 語 の最 初 の文 字 が表 示 さ れ た りす

28) これ らの 機 能 を 含 む 製 品 群 と して は，Wida Software(London http：//www.

 wida. co. u k)のCHOICEMA S TER， GA PMA S TER， MA TCHMA S TER， PIN

 1)DINT， VOCAB， WORT)S TORE， S TOR YBOA RDが あ る。

  文 章 再 構 成 的 課 題 は直 接 的 に は コ ミ3ニ カ テ ィ ヴ な 課 題 と は 言 え な い。 しか

  し，Gr�er&Hassertに よ れ ば， clozeは 「受 動 的 言 語 活 動 とい う意 味 で の コ

  ミュ ニ カ テ ィ ヴ な能 力 の促 進 に完 全 に適 合 して い る。」 つ ま り， 「読 解 ， 構 文 理

 解 ， 正 書 法」 の訓 練 に適 して い る， との こ とで あ る。(Gr�er&Hassert 1995：

 107)

  Brett(1994)も 文 章再 構 成 的 課 題 は コ ミュ ニ カ テ ィ ヴ な課 題 の 一 っ と して最

 適 で あ る と して い る。cf. Levy(1997：26)

29) 文 内部 の連 関 や文 脈 の連 関， 更 に は世 間知 な どか ら欠 落 部 分 を想 定 す る とい う

 仮 説 構 築 の作 業 法 は， あ らか じめ教 員 に よ って導 入 さ れ て い な け れ ば な らな い だ

 ろ う。 そ の 上 で ， こ の よ うなCALL課 題 は読 解 の ス トラ テ ジ ー を促 進 す る もの

 と な ろ う。(cf. Gr�er und Hassert l995：109)

30)Legenhausen&Wolff(1991)， Levy(1997：26)参 照 。
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[喧 拠 壓齬 選
0 .ogles    . wr  . . ...... .囎

懸 黷 雪...∴atowelfran言1鷺

鱶 靉 騨tnlelou驚the.欝 羅：潔 ；鑑簸 …
・・ゆ・.唾難 鑞驫 鏃

る こ とが解 答 上 の ヒ ン トと な る(T一 一/T**)。jumbleの 場 合 ， 語 ， 文 ， 段 落

の それ ぞ れ の段 階 で シ ャ ッフ ルす る こ とが 可 能 で あ る。 学 習 者 は それ ぞ れ の

単 位 を よ く読 ん だ上 で， 全 体 を意 味 の あ る順 序 に並 べ 替 え な けれ ば な らな い。

 こ の よ うな練 習 問題 は， 紙 媒 体 で あ れ ば 同一 テ キ ス トか ら問 題 の ヴ ァ リ

エ ー シ ョ ンを作 る と きに は， 切 り貼 りな ど の作 業 に よ ってす べ て作 り直 さ な

け れ ば な らな い が， コ ン ピュ ー ター上 で は一 瞬 の操 作 で可 能 で あ る。 ま た，

教 員 ば か りで な く， 学 習者 自身 が 問題 を作 成 す る こ とが で きる の もメ リ ッ ト

で あ る。 この よ うな柔 軟 性 こそ が コ ン ピ ュー ター教 材 の真 骨 頂 と言 え る だ ろ

う。

 全 文 再 構 成 ソ フ トと して最 も有 名 な もの はJohn Higginsに よ って1981年

に 開 発 され ， 翌 年 にWIDA Software社 か ら発売 され たSTOR}四 〇且RD3D

で あ る。 この ソ フ トに は1989年 のEclipse(Higgins)(上 図)に い た る ま で，

さ ま ざ まな マ シ ン向 け に複 数 の 作 者 に よ って 異 な っ た ヴ ァ ー ジ ョ ンが 作 られ

て きた が ， 基 本 は句 読 点 のみ を 残 して す べ て ア ス タ リス クな どの 記 号 にお き

か え られ た テ ク ス トを ， 学 習 者 の推 測 に よ って 再 構 成 す る もの で あ る。(学

習者 は当該 のテ クス トにdayと い う単 語 があ ると推 測 した ら， それを入 力す る。 も

31)STORYBOARDの 歴 史 に関 して はLevy(1997：24-26)参 照 。
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しそれが実際 に テクス トに含 まれ れば，文 中 の全 てのdayが 表 示 され る
。 この よ う

に， 学習者 は次々 と 「あ りそ うな」 単語を入力 してい くのであ る。)ヴ ァー ジ ョ ン

に よ って全 文 が伏 せ られ た もの以 外 に， 特 定 の 品詞 だ け表 示 され るな どの ヘ

ル プ機 能 を もっ もの が あ る。 この ソ フ トに っ い て は い くつ か の研 究 が あ る が

(Legenhausen&Wolff 1989， R�choff 1995) ， こ こで はR�choff&Wolff

(1999)に よ る簡 潔 な評 価 を紹 介 す る。

 表面的に見れば，まずは単なる言葉当てゲ-ム である。 しか し，この

課題に取 り組む時には単に単語当てをしている， というものだけではな

いことが じきに分かる。学習者はそれよりも絶えず繰 り返 し語彙論 ・意

味論的かっ文法 ・統語論的な問題設定を考慮 しなければならない。その

際 文法練習や語彙練習の伝統的なコンセプトに引き摺 られたり，自分

の想像力の中だけに留 まっていたりしてはならない。 どんな単語を入力

するときで も，再構成されるべきテクス トのテーマ，内容， レジスター

が考え られていなければならない。同時に，すでに出来上が ったコンテ

クストか ら品詞だとかまだ足 らない単語の形態が逆算されなければなら

ないのである。(R�choff&Wolff 1999：97)

 この よ うに 考 え る と き，STOTYBOARDが コ ン ピュ ー ター だ か らこ そ実

現 した非常に優秀な，学習者の言語能力を多面的に伸ばす可能性を持つ教材

であることが分かるだろう。授業における読みのス トラテジーの指導がこの

種のソフトと組み合わされることによって，学習者の読解能力の向上が期待

できるな らば， 日本の外国語教育の現場で広 く使われるべきCALL教 材で

あるといえるのではないだろうか。

 さて， 先に述べた第2世 代CALLの3分 類のうち， 第2分 類の 「刺激と

して の コ ン ピ ュ ー タ ー」 モ デ ル と第3分 類 の 「道 具 と して の コ ン ピ ュ ー

ター」 モ デ ル の ソ フ トウ ェア に も簡 単 に触 れ て お こ う。

「刺 激 と して の コ ン ピ ュ ー タ ー」(Taylor&Perez 1989：63)モ デ ル で は
， 学
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習 者 は チ ュ ー ター モ デ ル の場 合 の よ うに， あ らか じあ 決 め られ た答 え を求 あ

る作 業 を 行 うので は な い。 重 点 は デ ィス カ ッシ ョ ン， ラ イ テ ィ ングや 批 判 的

な思 考 に置 か れ ， コ ン ピュ ー ター は これ らの作 業 に対 す る 「刺 激 」 と して 作

用 す る ので あ る。 この場 合 ， 学 習 者 に話 を した り書 い た りす る 「き っか け」

が 与 え られ れ ば よ い ので あ るか ら， 学 習 用 ソフ ト以 外 で も広 汎 な ソ フ トが使

用 可 能 で あ る。 シ ミュ レ ー シ ョ ン ゲ ー ム ソ フ ト も こ の範 畴 に入 る。(War-

schauer 1996)ま た ， チ ュ ー タ ーモ デ ル の教 材 で あ って も， ペ ア ワー クや グ

ル ー プ ワ ー クで扱 え ば， デ ィス カ ッ シ ョ ンの き っか け に な る。

 「道 具 と して の コ ン ピュ ー タ ー」(Brierley&Kemble 1991)は 学 習 者 に直 接

的 な言 語 活 動 を起 こ させ る もの で は な い が， 言 語 活 動 を側 面 か ら支 援 す る も

の で あ る。 ワー ドプ ロセ ッサ ー， ス ペ ル チ ェ ッカ ー， 文 法 チ ェ ッカ ー， シ

ソー ラス を含 む言 語 辞 書 ソ フ ト， 百 科 事 典 ソ フ ト， コ ン コー ダ ンス ソ フ トな

ど が あ る。

5.3.第3世 代  統合的CALL

 80年 代末以降のCALLの 歴史を考えるとき，教授法的にはコミュニカ

ティヴ ・アプローチが  無論，多言語 ・多文化性や自律的学習の強調 と

いった新 たな視点が加わってはいるが  継承されていると言 って良いだ

ろう。技術的にはマルチメディア，ハイパーテクスト， インターネットの登

場 とそれぞれの環境整備が前提にある。

 マルチメディア技術 はいうまでもなく， コンピューター上でテクス ト，音

声， 静止画， 動画を統合的に扱 う技術であるが， これがCALLに 及ぼ した

影響 は画期的であった。

 今までテクストのみで表されていたダイアローグはまず音声を獲得 した。

またその場面 に合った挿絵が加わり，更 には状況全体をヴィデオで表すこと

も可能になった。学習状況は格段にオーセンティックなものに近づいた。こ

れはテレビの外国語 コースですでに実現 していたことではあったが，これに

加えて第1・ 第2世 代の中心であった語彙や文法の ドリルから読解強化のソ
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フ トま で が統 合 され ， 一 枚 のCD-ROMに 焼 き付 け られ て 出版 され る よ うに

な った の で あ る。32)そ こで は， 教 材 内 の テ ク ス トが ハ イパ ー テ ク ス トとな る

だ け で な く， 画 像 や音 声 もハ イ パ ー リン ク され， マ ル チ メ デ ィ ア はハ イ パ ー

メ デ ィァ と な った。33)

 ハイパーメディア化された教材の利点は，学習者が自分のペースで学習が

で き る とい っ た こ れ まで のCALLの 特 徴 に加 え て ， ハ イ パ ー リ ン クを た ど

る こ とに よ って 「学 習 者 が 自分 独 自の道 筋 を た ど って 学 習 で き る」(Warschau -

er 1996)と い う点 にあ る。 第1世 代 ， 第2世 代CALLの 「閉 じた」 も し く

は 「半 分 開 か れ た」 プ ロ グ ラムか ら一 層 開 い た もの に な った の で あ り
， プ ロ

グ ラ ム作成 者 に導 か れ た 学 習 か ら， よ り学 習 者 中 心 性 が 強 調 され た もの へ と

移 行 して い る。

 このよ うな状況は，CALL教 材が学習の一部分(語 彙や文法など)を 担 っ

て い た もの か ら， 学 習 の全 体 を覆 うコ ー ス ウ ェ ア の登 場 を促 す
。 現 在 で は主

要 言 語 で相 当数 の コー ス ウ ェ アが 登 場 して い る。34)こ こで は具 体 的 な ソ フ ト

に は言 及 しな いが ， 大 き く分 け て既 存 の紙 媒 体 教 材 を ハ イ パ ー メデ ィ ア化 し

た もの と， 独 自 に書 き下 ろ した もの が あ る。 ハ イパ ー メ デ ィア の特 性 を生 か

32)第1・ 第2世 代 の ド リル (multiple-choice ， cloze， jumble etc.)を 簡 単 に

 WWWペ ー ジ に 組 み 込 む こ と の で き るHot Potatosと い う ソ フ ト もthe

 University of Victoria Language Centreか ら無 料 で 提 供 さ れ て い る。

 (http：//web. uvic. ca/hrd/halfbaked/)

33) こ う した 形 態 を もた らす 原 動 力 に な っ たの が ， 先 述 し た よ う にMacintoshに

 バ ン ドル さ れ たHyperCardで あ り， 以 後 これ に範 を求 め た 広 義 で の オ ーサ リ ン

 グ ・ソフ ト(Toolbook， A uthorware， Directorな ど)で あ る。 狭 義 の オ ー サ リ ン

 グ ・ソ フ トは，Wida社 の学 習 ソ フ ト群 の よ うに， 使 用 者 が コ ンテ ン ッ と して の

 テ ク ス トを 流 し込 み ， 一 定 の操 作 を行 え ば教 材 が完 成 す る， とい った タ イ プ の，

 い わ ば 「半 完成 品 教 材 」 を 指 す 。

34) ドイ ッ語 の分 野 で 言 う と， ゼ ロか ら始 め てGoethe InstitutのZertifikat f�

 Deutsch als Fremdsprache試 験 を受 験 す る ま で の課 程 に対 応 したCD-ROM教

 材 が 出版 さ れ て い る。(Lina und Leo：Goethe Institut http：//www. goethe。

 de/， Eurolingua Deutsch l：Cornelsen http：//www. cornelsen.de/)
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した教材作 りのノウハウはまだ乏 しく，前者ではオ リジナルが定評のある教

材であったとしても，新 しい媒体の利点を活かし得ているのか，また後者で

はコンテンッの質や進度設定などが適切で，学習者が到達 目標に近づ くのに

本当に貢献 しうるのか， といった点が問題 として挙げられる。いずれにして

も，ハイパーメディア教材の評価法研究は，今後の外国語教育のあり方を考

える上で非常に重要な研究課題になるのは間違いない。35)

 音声や動画を組み込みうる利点 は，純粋に言語素材を扱 う点で有利 となる

ばか りでな く，教材 のエンターテインメ ント性 を高 め，学習者 のモテ ィ

ヴェーションを喚起するのに役立っ。 きれいな画像，楽 しいバックグラウン

ドミュージックは現代の学習者を惹 きっけるためには必要なものなのである。

また，テ レビゲームとともに育 ったかれらには，ロールプレイングゲーム

RPGは 最も身近なものの一っである。 RPGの 要素を持 った教材は慶應義塾

大学CALLプ ロジェク トで行 った学生を対象 とした調査で も高い評価を得

ている。36)

 第1， 第2世 代のCALLが 最 も弱いとされて きたのは音声の扱いであっ

た。音声は外国語学習の中で最 も重要なものであるから， この欠点は大 きな

ものであった。 しか し， 第3世 代CALLに 到 って， この欠点はようやく克

35)す で に， 欧 米 の研 究 で は こ う した教 材 の評 価 が 問題 に な って お り， 基 準 作 り も

 着 々 と行 われ て い る。 ドイッの 基準 作 りにっ いて はDeutsches Institut f� Erwach-

 senenbildung：Computerunterst�ztes Fremdsprachenlernen， Informations-

 bank， Rezensionen von Lernsoftware(http：//www. slf. ruhr-uni-bochum.

 de/slf/die/)；Gerhard von der Handt：Zur Auswahl PC-gest�zter Lern-

 programme(http：//www. slf. ruhr-uni-bochum. de/slf/die/europo-e. html)

 参 照 。

36) この 調 査 は， さ ま ざ ま な レベ ル の学 生 に一 定 時 間 ソフ トウ ェ ア を使 用 させ た上

 で ， ア ン ケ ー トに回 答 させ る と い う形 式 で 行 わ れ た。 その 結 果 ，Wer ist Oskar

 Lake～(Who Is Oskar Lake～ の ドイ ッ語 版 。 Language Publications Inter-

 active/New York http：//www. languagepub. com/oscar/oscar. html)や

 『中 国 語 快 速 完 成 』(創 育http：//www. soiku-mm. co. jp)と い ったRPG性 を

 持 っ た教 材 の 評 価 が 非 常 に高 か っ た。 「CALLプ ロ ジ ェ ク ト1998年 度 活 動 報 告 」

 (1999慶 應 義 塾 大 学)
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服されっっあるように感 じられる。少なくともディクテーションや聴解問題

はプログラムに含みうるようになった。カセットテープで実現されていた聴

き取 りや学習者の音声の吹き込みはいまや簡単な操作で可能なのである。お

手本に従って録音 した ものを聴き比べるというだけで も教材としての価値が

ある。加えて音声学的分析もオシロスコープ波形や ピッチをグラフ化 したも

のによって可能になっている。 もっとも， ピッチの上げ下げなどは個人差が

大 きいので，学習者がプログラムの雛型に近づけようと入力 しても非常に困

難で，母語話者です ら似た波形が描けないことが多い。 しか し，これもモデ

ルの単純化 などにより近 い将来有効性 の高 いソフ トが出て くると思われ

る。37)プロソディーの練習用にもコンピューターが活用 される日も近 いだろ

う。

 音声認識はまだ研究の途上にあり，実用か らはかなり遠い。学習者の音声

入 力 に 対 し単 語 レベ ル で 判 断 し応 答 す る学 習 ソ フ トも あ る が(Learn to

Speakシ リー ズ。 The Learning Company。 この シ リーズには答えを タイプ入力す

る代 わ りに音声 を入 力 し， ソフ トが その正 誤 を判定 す る問 題が あ る)
， 文 レベ ル の

解 析 を行 い学 習 者 に対 応 す る と い う ソ フ トは筆 者 の知 る限 りで は ま だ 出 て い

な い。 しか し， こ の分 野 の研 究 も急 速 に進 み， 早 晩 学 習 ソフ トに も反 映 す る

もの と思 わ れ る。

 イ ン ター ネ ッ トの さ まざ ま な技 術 の う ち， 外 国語 教 育 に直接 関 係 す るの は

主 にWWWと 電 子 メ ー ル で あ る。38)前者 は ハ イ パ ー メ デ ィア ベ ー スで あ る

37) 会 津大学語学 教育 セ ンター長 の村川 久子教授 はCALLL教 室 に学習 者の音声

 の フォルマ ン トを表 示す る装置を組 み込み活用 されて いるが， フォル マ ントの扱

 いを授業 に組 み込 むのは村川教授 のよ うなその分野の エキ スパ ー トが存在 しな い

 と ころでは困難 である と思 われる。(1999年7月15日 訪 問調査)

  英語 の発音 の科学 的分析 とその教育への応用 についてはATR研 究所 の研究が

 注 目に値す る。(山 田，足立他1998)

38) この他，電子 メール の応 用形態 であ るメー リング リス トや ネ ッ トニ ュース，

 Internet Relay ChatやCUCMeと い った チャ ットや ヴィデ オ会議技術 を加えて

 もよいだろ う。



                         CALL研 究(1) 111

の に対 し後 者 は テ ク ス トメデ ィアの み に よ る。 この メデ ィ ア性 の 差 に よ って

そ れ ぞ れ の使 用 法 も 自ず と異 な る。

 WWWの 外 国 語 教 育 に お け る使 用 法 に は，1)オ ー セ ン テ ィ ック な 素 材

(テ クス ト，音 声， 静止画， ヴ ィデオ画像)の 源泉 ，2)前 項 で述 べ た よ うな ハ イ

パ ー メ デ ィア教 材 の容 器 ，3)タ ス ク ・ベ ー ス教 材 の取 り組 み の 場 ， と して

の使 用 法 が あ る。

 外 国 語 学 習 に と って，WWWは まず は膨 大 な 学 習 素 材 の デ ー タベ ー ス と

いえ るだ ろ う。 教 員 は そ こに さま ざ ま な 目標 言 語 の素 材(そ れ は繰 り返 しにな

るが， テクス トか ら音声， 静止画， 動画 に亙 る)を 取 り に行 き， そ れ を加 工 す る

こ とに よ って， 授 業 用 の教 材 を作 成 す る こ とが で き る。 学 習者 もま た， 読 解 ，

聴 解 の素 材 を そ こに求 め る こ とが で き るの で あ る。 ニ ュ ー ス な どは ス ク リプ

トと共 に音 声 や 場 合 に よ って は ヴ ィデ オ画 像 を入 手 す る こと も可 能 で あ る。

ま た， 放 送 局 に よ って は， 学 習 者 向 け に ス ピー ドを 落 して 録 音 した フ ァイ ル

を ア ー カ イ ヴ して い る と こ ろ もあ る。39)ま た， 古 典 文 学 作 品 の テ ク ス ト(と

イ ラス ト)はProject Gutenberg40)な どで無 償 で提 供 され て い る し
， ま た 文

学 作 品 を 集 成 し たCD-ROMも 比 較 的 安 価 に 入 手 可 能 で あ る。 っ ま り，

WWWに は1)本 来 教 材 用 と考 え られ て い る の で は な い オ ー セ ンテ ィ ッ ク

な デ ー タ群(ニ ュー スサ イ トな ど)，2)教 材 と して の使 用 可 能 性 も含 ん だ デ ー

タ群(Project Gutenbergな ど)，3)教 材 と して使 用 す るた め の デ ー タ群(教

育用サ イ トや出版社，放送局 のサイ トなど)が あ る。 い ず れ に せ よ， す で に大 量

の デ ー タが ア クセ ス可 能 で あ り， それ を わ れ わ れ が ど う教 材 化 す るか と い う

ノ ウハ ウ作 りが最 大 の課 題 で あ る。

 ハ イ パ ー メ デ ィ ア教 材 の 容 器 と して 考 え た と き も，WWWを め ぐ る技 術

の進 歩 は著 しい。HTMLの 規 格 の拡 張 と プ ラ グイ ン技 術 の進 展
， 更 に ネ ッ

39) ド イ ッ 語 放 送 で い う とDeutsche Welle(Das elektronische Klassenzimmer
，

 http：//www.dwelle. de/dpradio/bildung/Welcome. html)が こ れ に 当 た る。

40) Project Gutenberg(http：//www. gutenberg. net)，Projekt Gutenberg-DE

 (http：//gutenberg. aol. de/)
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トワ ー ク 回線 の 大 容 量 化 な ど に よ って ，CD-ROM教 材 な どで す で に 実 現 し

て い るハ イパ ー メ デ ィア教 材 が 相 当 程 度WWWに 移 植 可 能 に な って い るが ，

これ に よ り学 習 者 はCD-ROMと い う物 理 的 素 材 の 有 無 に拘 わ らず ， 教 材

サ ーバ ー に っ な が るネ ッ トワー ク (LANで あれイ ンターネ ッ トであれ)に 接 続

可 能 な コ ン ピ ュー ター の あ る所 な ら ど こか らで も教 材 に ア クセ スす る こ とが

可 能 に な った。 っ ま り， 特 定 の教 材 が教 室 とい う場 に制 約 さ れ る こ とな く，

い か な る場 所 で も(キ ャ ンパ ス内 で も自宅 で も)学 習 可 能 とな った の で あ る。41)

教 員 の メ リ ッ トを 挙 げ れ ば，CD-ROMに 焼 き付 け た教 材 は改 定 を 行 うの が

非 常 に困 難 で あ る が(新 た にCD-ROMを 焼 か な け れ ば な らな い)， HTML

で 書 か れ た教 材 は変 更 が 容 易 で， しか も書 き換 え た そ の瞬 間 か ら新 た な教 材

と して使 用 す る こ とが 可 能 で あ る こ とが あ る。 こ の よ うに ，WWWべ 一 ス

の教 材 はCD-ROM教 材 な ど に比 して 柔 軟 性 に 優 る。 ま た， WWWの デ ー

タは い か な る オ ペ レー シ ョ ン シ ス テ ムOSで も同 じ よ うに 表 現 され る か ら

(マルチプ ラッ トフォーム)， コ ン ピ ュ ー ター の 更 新 やOSの 変 更 な ど に も左 右

され ず ， デ ー タを 蓄 積 す る こ とが で き る。 ま た， 同 じ教 材 にか か わ る教 員 が ，

所 属 す る場 所 を超 え て デ ー タを分 散 的 に貯 蔵 し， それ を使 って 作 業 す る こ と

が で き る ので あ る。 つ ま り， 蓄 積 す る場 所 は異 な って も， リ ンク さえ 張 れ ば

お 互 い の デ ー タ は 相 互 に 生 か す こ と が で き る の で あ る。 こ の よ う に，

WWWベ ー ス の教 材 作 りは， 教 員 間 の共 同 作 業 を促 す も ので あ り， ま た 共

同 作 業 に よ って よ り良 く生 き る もので あ る とい う ことが で き る。

 さて ， タ ス クベ ー スの 教 材 は ドイ ツ語 教 育 で はLix1-Purcelの サ イ ト42)に

代 表 され る もの で あ るが ， イ ンタ ー ネ ッ トの特 性 を最 も良 く活 用 した 教 材 で

あ る。 課 題 の 一 例 を 挙 げ よ う。

41) こ の 利 点 は， 特 に 遠 隔 教 育 に生 か され る べ き もの で あ る。 遠 隔 教 育 の場 合 は

 CALLの コ ー ス ウ ェ ア は 授 業 の補 い と い う よ り も， 主 た る教 材 に な る だ ろ う。

 この 問題 は ，稿 を 改 あ て 論 じな くて はな らな い もの で あ る。

42)http：//www. uncg. edu/lixlpurc/そ の他http：//www.mtholyoke.edu/

 acad/germ/courses/german103/germ103. html参 照 。
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 まず教室での導入の後，学習者はコンピューターに向かい， ドイッ鉄道の

サイ トに行 くように指示される。サーチエンジンを使い目的のサイ トに到着

すると，そこか ら次のような質問に対する答えを見っけなければならない。

1)ド イッ鉄道のインターネットア ドレスは? 2)ド イッにはどのような種

類の列車があるか? 3)ド イッ鉄道 についての面白い情報は見っか った

か? それはどのようなものか? 4)特 別サービスはあるか? それはど

のようなものか。学生たちはこれ らの質問に対する答えを紙に書いた後，全

体(も しくはグループに分かれて)こ のテーマについてディスカ ッシ ョンを

行 うので ある。43)この場合は完全 に授業に組み込まれた作業であるが，こ

のような作業方法の他にも，授業外で行 った調査の結果を教員に電子メール

で報告することを求めるやり方なども行われている。また，学習者の調査結

果をHTML形 式でまとめ，報告する方法 も今 日ではかな り一般化 している。

 このタイプのCALLは ，先に第2世 代CALLの 第2分 類で述べた 「刺激

としてのCALL」 の延長線上にあるものと見 ることができるだろう。ただ

し， ここでは目標言語圏の生 きた素材に直接触れるのであるから，学習者に

与えるインパクトの大 きさは比較にならないだろう。電子 メールを使 った目

標言語圏 との直接的なコンタク トと並んで，WWWの 使用は教室の壁を取

り壊 し目標言語圏 と直に接するものとする。教室が 「いっか教室の外で行 う

コミュニケーション」の予行練習の場ではなく，教室が コミュニケーション

の現場そのものとなるのである。学習の場・=現場ということがインターネッ

トを利用 した学習の最大のメリットであろう。44)

 電子メールの活用法 もいろいろ考え られ，すでに実行に移されている。そ

の一つは目標言語圏の人と直接メールのやり取りを行うものである。テーマ

と期日を決めた上で，そのテーマにっいてそれぞれの文化圏の状況を報告 し

合う， というやり方がよ くとられる。また，メール交換を希望する学習者を

43)WWWを 利 用 した タス ク ベ ー ス の授 業 につ い て は岩 居(1997)参 照 。

44)境(1996)参 照 。
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仲 立 ちす る機 関 も存 在 す る。45)

 しか し この場 合 ， 一 方 は外 国 語 を使 用 し， 他 方 は母 語 を使 用 す る と い う コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン上 の 強 弱 関 係 が 発 生 す る。 この差 を緩 和 し対 等 の関 係 で コ

ミュニ ケ ー シ ョ ンを す る プ ロ ジ ェ ク トと してTandem Project 46)が あ る。

これ は双 方 が 互 いの 言 語 を 学 ぶ こ とを 前 提 に，2言 語 を 使 用 して 電 子 メ ール

の 交 換 を 行 う もの で あ り， 双 方 の 学 習 者 数 の バ ラ ンスが 取 れ る場 合 に は良 く

機 能 して い るよ うで あ る。47)

 ま た一 つ は， 学 習者 同士 が 目標 言 語 で電 子 メー ル の交 換 を 行 う もの で あ る。

朝 尾 幸 次 郎 が英 語 ライ テ ィ ン グに この方 法 を 用 い た授 業 の報 告 に よ れ ば， こ

の タ イ プ の授 業 で は こと ば の正 確 さ を求 あ るの で は な く(従 って，教員 による

添削 はな い)， 「い か に興 味 の あ る内 容 を 書 くか ， ま た ど れ だ け た くさ ん の

メ ール の 交 換 をで き るか と い う書 く量 が 関 心 の 中心 に」48)なる， と い うこ と

で あ る。 つ ま り， 「書 く」 と い う経 験 そ の もの を 目指 す 「表 現 目標expres-

sive objective」 型 の授 業 な ので あ る。 しか しなが ら， 特 に正 確 さ を求 めず

教 員 が添 削 を行 わ な くて も， 学 習者 は互 いの 文章 を模 倣 しな が ら作 文 能 力 を

向上 さ せ る との こ とで あ る。49)こ れ は， 「表 現 目標 」 型 授 業 にお い て学 習 が

教 員 学 習 者 間 の 「教 え教 わ る」 とい う関係 か ら， 学 習者 間 の 「学 び あ う」 と

い う形 態 に変 化 して い る実 例 で あ り， 量 を 目指 した教 育 が結 果 的 に質 を も獲

45) entail Classroom Exchange (http：//www. iglou. com/xchange/ece/

 index. html)な ど。

46) International E-Mail Tandem Network(http：//www. slf. ruhr-uni-

 bochum. de/email/infen. html)

47) ドイ ッ語 日本 語 メ ー リン グ リス トDEUNIHは ， この 点 ドイ ッ で の 日本 語 学 習

 者 の少 な さ か ら問題 を抱 え て い るよ うで あ る。

48)朝 尾(1996：146)

49)朝 尾(1995年11月 豊 橋 技 科 大 学 に お け る外 国語 教 育 ワー ク シ ョ ップ に お け る

 発 表)に よ る。

  電 子 メ ー ル で の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンは 時 間 差 を前 提 に す る もの で あ る が， 実 時

 間 の 意 見 交 換 は チ ャ ッ トで 可 能 で あ る。
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得するという例である。ここに，新 しいメディアを用いた，自立的学習に道

を開 く新たな学習形態が見 られるのであ り，新 しい教員像の模索もこれと共

に始まっていると言えるであろう。50)

6.ま と め

 本稿ではCALLの 歴史をコンピューター史と教授法史の交点として描き，

更 に今 日におけるCALLの 可能性 を略述 した。その目的は，今 日のハイ

パーメディア環境にあるわれわれ外国語教員が歴史の中で自分の置かれた位

置を確かあ，今 ここでCALLを 用いて何をすべきかを判断す るための座標

軸を得 るたあであった。その背景には，現在の日本でますます喧しくなる教

育へのコンピューターの導入 という，熱病にも似た趨勢がある。

 後ろから背中を押されるように， どんどんと教育現場にコンピューターが

入 ってくる。 しかし，われわれ教員はコンピューターを授業に使 う内発的理

由をもっているのだろうか。本当にコンピューターを必要としているのだろ

うか。こんな疑問が常に頭か ら離れなかった。私自身は外国語教育における

コンピューターの可能性を信 じているが， しかしその考えそのものも客観化

する必要を感 じていた。ある程度妥当性のある物差を描き出そうと考えたの

はこの理由による。

 授業を設計するとき， まずはじめに据えるべきものは目標(値)で あろう。

学習者は言語をめぐるどのような振る舞いを身にっけるべきか，4技 能はそ

れぞれどの レベルまで獲得されるべきか。その目標と授業時間が決まった上

  また ，SchMOOze University(http：//schmooze. hunter. cuny. edu：8888/)

 の よ うにMUD(Multiple User Dungeon)やMOO(MUD， Object Oriented)

 とい う技 術 を 用 い ，仮 想 の 場 で 学 習 者 同 士 や学 習 者 とネ イ テ ィ ヴ ス ピー カ ー が 目

 標 言 語 を 用 い て や り取 りを行 う とい う こ と も行 わ れ て い る。

50) この 点 に関 して はAndreas Lixl-Purcel1：German Teaching and Technology

 (http：//www. uncg. edu/_lixlpurc/publications/AATG-Presentation. html)

 参 照 。
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で，学習者の タイプや嗜好 を考え合わせて メソッドと教材 が決定す る。

CALLの 導入 はこの一連のカ リキュラム ・デザインの中で決定 されるべき

ものである。そ してその上で，CALLに 包含 され るどの技法が どこでどの

ような形でどのくらいの長さ投入されるかが決まるはずである。それは授業

内に包摂されるかもしれないし，また授業外にあって授業 と連繋する形を取

るかもしれない。いかなる形をとるにせよ，CALLを 導入する理由が明瞭

でなくてはならない。なぜならば，授業を行 うのはコンピューターではなく

人間であるわれわれだか らだ し，授業はコンピューターのたあでなく人間の

ために行うものだか らだ。
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